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１．はじめに 

環境保全型商品の開発と普及に向けて、製品の製造から廃棄までのすべての段階での環境に与える影響

を評価するライフサイクル・アセスメント(LCA)が注目されている。本研究では、LCA によって得られる定量的デ

ータに対して、社会がどのような評価を与えるかを分析することで、LCA インベントリー分析と社会経済評価の

接合を試みる。具体的には、多属性の製品を属性単位で評価できるコンジョイント分析を用いて、エアコンを

対象に実証研究を行い、環境属性のグリーン価格プレミアムを評価する。 

 

２．LCA 情報とコンジョイント分析 

マーケティング・リサーチの分野では、新製品の潜在的需要を調べる手法としてコンジョイント分析が使われ

ている。コンジョイント分析は、アンケートを用いて多属性製品の選好を属性単位で評価する手法であり、1990

年代に入ってから環境経済学の分野でも環境属性を評価できる手法として注目を集めている。コンジョイント

分析は、多数の属性で構成されるプロファイルと呼ばれるカードを回答者に提示し、プロファイルに対する選

好をたずねることで、属性単位で選好を評価する。製品属性は、性能や価格などの通常の商品属性に加えて、

温暖化ガス負荷や大気汚染負荷などの LCA 情報を入れることができる。このため、コンジョイント分析を用いる

ことで LCA 情報が消費者の製品選択行動に及ぼす影響を分析し、環境保全型商品のグリーン価格プレミア

ムを評価することが可能となる。 

 

３．実証研究：家庭用エアコンの評価 

ここでは、家庭用エアコンを対象にコンジョイント分析による実証研究を行う。家庭用エアコンの通常性能と

して冷暖房パワー、消費電力、価格を採用し、それ以外の環境属性としてリサイクル率、温暖化ガス排出、大

気汚染物質排出を用いた。このうち、温暖化ガス排出と大気汚染物質排出はライフサイクル・インベントリー分

析によって得られた LCA 情報である。ここで用いた属性と水準は表１のとおりである。 

これらの属性を組み合わせて作成した製品プロファイルを回答者に提示するが、ここでは ACA とランキング

の二種類の質問形式を採用した。ＡＣＡはコンピュータ・インタビューを用いた調査方法で、属性単位の重要

性、ペアワイズ評定、完全プロファイル評定の３つの質問形式を組み合わせて評価を行う。図１はＡＣＡの最も

特徴的なペアワイズ評定の質問例を示したものである。回答者には 27 種類の質問が示された。一方、ランキン 
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表１ コンジョイント分析で用いたエアコン属性一覧 

属性 水準1 水準2 水準3 水準4 

冷暖房パワー ６畳用 ８畳用 10畳用 12畳用 

電気代 2000円 3000円 4000円 5000円 

リサイクル率 50% 60% 75% 90% 

温暖化ガス排出 0.14トン 
（標準の60％） 

0.18トン 
（標準の80％） 

0.23トン 
（標準と同じ） 

0.28トン 
（標準の120％） 

大気汚染物質排出 60立方メートル 
（標準の60％） 

80立方メートル 
（標準の80％） 

100立方メートル 
（標準と同じ） 

120立方メートル 
（標準の120％） 

価格 10万円 15万円 20万円 25万円 

 

グは複数の製品プロファイルを回

答者に提示して、好ましい順番に

プロファイルを並び替えてもらう。図

２はランキングの質問例である。ラ

ンキングは一人の回答者に 10 種

類の質問が行われた。 ACA の調

査は 1999 年１月に東京銀座で、

ランキングの調査は２月に東京渋

谷で行われ、どちらも 102 サンプ

ルが回収された。調査方法は会

場集合型、サンプル抽出はモー

ルトラッピングである。 

 

３．結果 

 ACA データについては順序プロビットおよびトービットの結合推定が行われ、ランキングデータについては

ランク順序ロジットによる推定が行われた。いずれもすべての変数が１％水準で有意であった。表２は推定され

た限界支払意志額を示している。ACA とランキングの結果は接近しており、温暖化負荷改善は１ｋｇあたり 900

円前後、大気汚染負荷改善は１m3あたり2000円前後であった。この結果をもとに温暖化負荷の低い商品が販

売されたときの市場占有率をシミュレートしたところ、温暖化負荷の低い商品の価格が 24 万円以下であれば

価格 20 万円の標準的商品よりも高いシェアが得られることが判明した。 

 

表２ 推定された限界支払意志額 

エアコンＡ エアコンＢ
冷暖房パワー（冷暖房能力）
6畳用

冷暖房パワー（冷暖房能力）
10畳用

温暖化ガス排出量　0.28トン 温暖化ガス排出量　0.23トン
（標準エアコンの120％） （標準エアコンと同じ）
　　非常にＡがいい　　　　　　どちらとも同じ　　　　　　　　非常にＢがいい
　　1 ---- 2 ---- 3 ---- 4 ---- 5 ---- 6 ---- 7 ---- 8 ---- 9

番号 １ ２ ３ 標準製品
製品の価格 10万円 15万円 20万円
リサイクル率 50% 60% 75% 60%
温暖化ガス排出
（標準製品との比較）

120% 100% 80%
0.23トン
（100％）

大気汚染物質排出
（標準製品との比較）

120% 100% 80%
100立方㍍
（100％）

電気代(一ヶ月） 2000円 3000円 4000円
１番望ましい製品□　　２番目に望ましい製品□　　　どれも望ましくない□

図１ ペアワイズ評定の質問例 

図２ ランキングの質問例 

属性 冷暖房パワー 電気代 リサイクル率 温暖化負荷改善 大気汚染負荷改善
万円／畳 円／円 円／％ 円／Kg 円／ｍ３

ACA 2.1 49.8 2978 877.9 2056.7
ランキング 57.2 2705 974.9 1820.2


